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sp. TKF04 が生産する BF04 が新規のバイオポリマーであることを示した。
第 3 章では、本研究を通じて用いた実験材料と実験方法をまとめ、 α:trohacter sp. TKF04 の培養から BF04 の生
産、生産された BF04 の前処理と分析、回収と精製までの一連の流れを示した。
第 4 章では、 BF04 中の全ヘキソサミン含量分析のための加水分解条件について Elson-Morgan 法に基づいて検討
し、 6M 塩酸で 1150C 、 1 時間処理することで最適な結果が得られたことを示した。また、ホウ酸ナトリウムの添加
によって、これまで区別が困難であった BF04 の構成モノマーのグルコサミンとガラクトサミンが区別できることを
明らかにするとともに、その構成比の新しい計算式を示した。
第 5 章では、 Citrohactersp. TKF04 の培養条件が BF04 の生産とその性質に与える影響について検討し、植菌量、
C/N 比、初期酢酸ナトリウム濃度、撹持速度、 Mn2+ 、 Zn2十、培地の pH 値が BF04 生産量に大きな影響を与えるこ
とを明らかにした。また、これらの条件によってグルコサミンとガラクトサミンの構成比が 6.2 から 500 まで変化す
ることを明らかにした。
第 6 章では、 BF04 の回収、精製過程が BF04 の収率とその性質に与える影響について検討し、希水酸化ナトリウ
ム水溶液処理により、 93%のタンパク質を除去できること、その後透析を行うことで、 99.75%の純度の BF04 を得
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られることを示した。なお、 FTIR スペクトル解析の結果、 BF04 はキトサン様物質であることを明らかにした。












(1)α'trobacter sp. TKF04 が生産する BF04 が主成分としてヘキソサミンを含有する新規のバイオポリマーで、ある
ことを示すとともに、全ヘキソサミン含量分析のための加水分解条件を検討し、 6M 塩酸で 1150C 、 1 時間処理する
ことで最適な結果が得られることを示している。また、ホウ酸ナトリウムの添加によって、これまで区別が困難であ
った BF04 の構成モノマーのグルコサミンとガラクトサミンが区別できることを明らかにし、 BF04 の迅速な分析技
術を確立している。
(2)α:trobacter sp. TKF04 の培養条件が BF04 の生産とその性質に与える影響について検討し、植菌量、 C/N 比、
初期酢酸ナトリウム濃度、撹搾速度、 Mn2+ 、 Zn2十、培地の pH 値が BF04 生産量に大きな影響を与えることを明ら
かにしている。また、これらの条件によってグルコサミンとガラクトサミンの構成比が 6.2 から 500 まで変化するこ
とを明らかにしている。
(3)BF04 の各種条件下での回収、精製過程が収率とその性質に与える影響について検討し、水酸化ナトリウム水溶
液を用いた処理により、 93%のタンパク質を除去できること、その後透析を行うことで、 99.75%の純度の BF04 を
得られることを示している。また、 FTIR スペクトル解析の結果、BF04 はキトサン様物質であることを確認している。
以上のように、本論文は環境工学、特にグリーンプロダクト生産技術の発展に寄与するところが大きい。よって本
論文は博士論文として価値あるものと認める。
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